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§１．研究成果の概要 

 

 窒素と水に電圧を印加することでアンモニアを合成できるアンモニア電解セルの開発に取り組ん

でいる。高温（500℃以上）でのアンモニア電解セルの研究では、同位体を用いた実験で生成

ガス分析に成功し、反応機構の解明に向けて前進した。また、白金に代わる安定な水電解ア

ノード材料を見出すことができた。低温（250℃以

下）でのアンモニア電解セルの研究では、昨年度開

発した水素分離膜型セル（イメージ図参照）のセル

構造の改良により 0.7 MPa の加圧下で 30 mA cm-2ま

での電流密度の電解に成功した 1, 2)。その結果、窒素

と水を原料とした反応系で最大アンモニア生成速

度 1.24×10-8 mol s-1 cm-2、電流効率 12%というこれま

でで最も高い性能が得られた。 
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